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はじめに 

 

部活動は、スポーツや文化及び科学等に興味・関心のある同好の生徒が参加し、顧

問をはじめとした関係者の指導の下、学校教育の一環として行われており、学習意欲

の向上や責任感、連帯感の涵養
か ん よ う

に資するなど教育的意義があります。異年齢の生徒同

士や、生徒と教員等との好ましい人間関係の構築を図ったり、生徒自身が活動を通し

て自己肯定感を高めたりするなど、生徒の人格形成や健全育成に大きな役割を果たし

てきました。 

しかし、少子化が進展する中、学校部活動を従前と同様の体制で運営することは難

しくなってきていることや、専門性や意思に関わらず教員が顧問を務めるこれまでの

指導体制を継続することについて、より厳しい状況になっていることが指摘されてい

ます。 

生徒の豊かなスポーツ・文化芸術活動を実現するとともに、教員の働き方改革を進

めていくためには、学校と地域との連携・協働により、学校部活動の在り方に関し速

やかに改革に取り組み、生徒や保護者の負担に十分配慮しつつ、持続可能な活動環境

を整備する必要があります。 

東京都教育委員会は、令和元年度に、適切な部活動運営に向け、部活動の教育的意

義や在り方に関する方針、また、体罰等の防止及び重大事故防止に向けた安全対策、

健康面での留意事項等をまとめた「部活動に関する総合的なガイドライン」を作成し、

生徒の自主的・自発的な参加となるよう生徒が参加しやすい実施形態を工夫するとと

もに、適切な休養日や活動時間を設定し、より合理的でかつ効率的、効果的な活動を

推進してきました。 

 今回、これらのことに加え、部活動が生徒にとって望ましいスポーツ・文化芸術活

動の機会を確保していくため、新たな地域クラブ活動や学校部活動の地域連携や地域

クラブ活動への移行に向けた環境整備の在り方などについて、基本的な考え方を示し

た、「学校部活動及び地域クラブ活動に関する総合的なガイドライン」を作成しまし

た。 

各学校においては、本ガイドラインを参考に、知・徳・体のバランスのとれた「生

きる力」の育成を目指した適切な部活動運営するとともに、教職員、家庭、地域との

共通認識の下、更なる部活動の充実と地域連携・地域移行の推進に向けて取り組んで

いただきますよう、お願いいたします。 

 

令和５年３月 

東京都
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目指す方向性 

学校部活動及び地域クラブ活動に関する総合的なガイドラインの趣旨 

 

生徒の豊かなスポーツ・文化芸術活動の機会を確保するとともに、学校における教員の

勤務負担軽減を図るため、部活動検討委員会における協議を経て、「学校部活動及び地域ク

ラブ活動に関する総合的なガイドライン」を作成しました。 

 

〈主な方向性〉 
 

➀ 学校と地域との連携・協働により、学校部活動の改革に取り組み、生徒がス

ポーツ・文化芸術活動に継続して親しめるよう、環境を整備すること。 
 

② 学校部活動及び地域クラブ活動において、生徒の自主的・自発的な参加にな

るよう、指導体制を構築すること。 
 

③ 技能や記録の向上等、生徒がそれぞれの目標を達成できるよう、科学的トレ

ーニングの積極的な導入等により、短時間で効果が得られるようなより合理的

でかつ効率的・効果的な活動を行うこと。 
 

④ 成長期にある生徒が、教育課程内の活動、部活動、学校外の活動、その他の

食事、休養及び睡眠等の生活時間のバランスのとれた生活を送ることができる

よう、休養日や活動時間を適切に設定すること。 
 

⑤ 学校部活動の地域移行を見据え、学校部活動において専門的な技術指導に加

え、大会引率等ができる部活動指導員及び外部指導者を積極的に配置するな

ど、教職員の負担軽減を踏まえ、地域と連携して指導体制を整備すること。 


